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現在はブリストル大学で哲学の教授を勤め、医学生向けの講義も担当している。著者は前著 Illness: The 

























紹介される。章末では、〈病い〉に関する現象学の先行研究として、S. Kay Toombs, Richard Zaner, Drew 
















































































ギャップが生まれる理由について、Daniel Gilbertと Jonathan Haidtらの想像力に関する心理学的な議論を
援用して説明を試みている。そこで、示されるのは身体的な条件において根本的に異なる人生を想像する
能力は限定的であるということである。第八章では、医療現場において患者の言葉が軽視されるという問
題について、Miranda Frickerの認知的不正義の議論が援用される。認知的不正義は証言的不正義と解釈学
的不正義の二つにわけられる。前者は聞き手が話し手にわずかな信用性しか認めない場合に、後者は話し
手が自分の経験を語ろうとする際に解釈上の資源に関するギャップが話し手を不利にする場合に起こると
される。
おわりに
本書では著者自身の経験とその一人称的な記述を含みながら、同時に多くの理論を取り入れ体系的な〈病
い〉の現象学の構築が目指されている。しかも、医療者や健常者との関係についての記述をもちながら、
基本的には患者にとっての〈病い〉の記述と理解が主眼に据えられている。著者の叙述はこのような患者
の視点から、現象学的な概念についても新たな理解をもたらしている。
さて以下は評者の課題だが、「病の現象学」というものを考えるうえでは当事者以外の立場から経験を
記述することも可能だろう。例えば著者が述語化しているabilityと inabilityのような何かが出来るや出来
ないという経験は、周囲の環境や技術にも依存するため、ある場面では社会的な経験として現れてくる。
例えば、伊藤亜紗は視覚障碍者と健常者が美術館で話をしながら絵画を鑑賞するソーシャル・ビューとい
う取り組みを紹介している1)。この取り組みにおける「見る」ことは、健常者が一人で見るときの体験と
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も異なっている。そのため、「見る」ということに関するステレオタイプ化されたabilityと inabilityについて、
全く違う経験として間主観的に記述することができるだろう。これは〈病い〉に関する経験ではないが、〈病
い〉においても同様の間主観的な経験がありうるだろう。
また、医療者が〈病い〉をどう捉えているかという点について、医療者やケアの側の経験に関する現象
学的な研究から患者側にも気づくことがあるのではないだろうか。とくに日本国内では現象学的な看護研
究が相次いで発表されており、ケアにおける豊かな経験構造が明らかにされている2)。
本書で提示された患者の立場からの〈病い〉の現象学は、同時に間主観的な経験の記述を目指す〈病い〉
や老いの現象学にとっても多くの示唆を与えうると評者は考える。本論がその一助となれば幸いである。
注
１） 伊藤亜紗『目の見えない人は世界をどう見ているのか』（光文社新書、2015 年）
２） その主な成果として、西村ユミ『看護師たちの現象学』（青土社、2014 年）、同『看護実践の語り―言葉になら
ない営みを言葉にする』（新曜社、2016 年）、村上靖彦『仙人と妄想デートする―看護の現象学と自由の哲学』（人
文書院、2016 年）
